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国 2は、上からどちらともない、ポジティブ、準ポジティブ、ネガティプ、準ポジティブ、準ネガティブ
となっている。図 3はポジティブと準ポジティプ、ネガティプと準ネガティブを足し合わせた図である。
結果・考察
今回、ブFログの中身を調べた結果、どちらともないが一番多くポジティプが次に多いという結果になった。
どちらとのないと分類したブ、ログで抵菌祭を話題に出すということは、少なからず祭りに輿味を持ってい
ると考えられるのでポジティブとして扱うるのではないかと考えられる。図3でポジティブは開擢日前後
の盛り上がりがあるのに対し、ネガティブは盛り上がりがあまり見られない。このことより、ポジティブ
は、宣伝広告の影響を受けるが、ネガティプは、影響を受けにくいと考えられる。図 2を見るとポジティ
プは、開催前iこ急激に増加し、その後は、指数関数的に減表している。ポジティプは、比較的きれいなヒ
ット現象となっていることが分かつたc
今後の課題として挙げられるのは、どちらともないをポジティブとして扱っても良いか検討することや、
京都祇冨祭以外のイベントでも今回の接なことがし、えるのかを調べるといったことが挙げられる。
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